
断面の傾きと色を変化させた地下空間に対するアンケート結果

　 　　

1.　はじめに

　地下空間を魅力あふれる空間として利用するために，力学的な安全性のみではなく，人間の感性を取り入れ

ることを考えている．筆者らはこれまで，地下空間を対象として，感性と力学を総合した評価法を検討し1)，空

間の動的性と力学的安定性を総合すると，やや斜めに傾いた空間が，最適という結果を得た 2)，3)．本報告では，

さらに“色”が地下空間に与える影響についてアンケート調査した結果 4) を述べる．

2.　地下空間の形状に対するアンケート

2.1　対象とする地下空間形状

　評価の対象として図1に示すような，基準

面に対して斜めに傾いた形状を取り上げる．

2.2　快適性の評価

　形容詞対（尺度）を用いたアンケートに

よって感性的な評価を行う 3)．アンケートに

用いた用紙を図2に示す．それぞれの形容詞は7段階のスケールで回答する．

　ここでは，図2に用いた尺度の中から，「快適な－不快な」という尺度に

対し，評価を行う．図3に快適性の評価結果を形状の傾き角度に対して示す．

ここで，快適が 7，不快が 1となるように縦軸を取る．これより，形状が少

しでも傾くと，不快側の評価となり快適性が減少し，傾きが 40°を超える

と，さらに不快に感じられることが分かる．

3.　地下空間の形状と色に対するアンケート

3.1　対象とする地下空間形状と色

　ここでは，評価の対象として図4に示す．ここで，

①形状：図1に示したものと同様のものを用いる．

②色　：各形状それぞれ，「シアンC－レッドR」・「マゼンダM－グリー

ンG」・「イエローY－ブルーB」にカラーバランスを変化させ

た 6 種類とした．ここでは，「photoshop6.0」を用いてカラー

バランスを変化させた．「C － R」・「M － G」・「Y － B」の組

み合わせは，お互い補色の関係にある．
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　以上の，形状変化 6×色の変化 6の合計 36 種類の画像を作成し，評価対

象とした（図4）．なお，スライドの名称を「色 -傾き」で表し，例えばレッ

ドの 30°傾けたものであれば，「R-30」と称する．

3.2　快適性の評価

　図4に示す対象に対して「快適な－不快な」についてアンケートを行っ

た．図5にその関係を示す．どの色においても，傾きが増すほど快適性が

低下する傾向にあり，もとの自然な色の結果に比べると，快－不快に変化

する傾きが小さい．すなわち，色が傾きの与える不快感を緩和しているよ

うである．イエローが最も快適性が高い結果になっているが，今回のアン
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図1．傾きを変化させた斜め空間（オリジナル）
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図2.アンケート用紙
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図3．形状変形と快適性
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ケートでは，明確な傾向は見られなかった．しかし，色が与え

る印象は，形に優先されることが知られており5)，色あるいは照

明の効果についても今後検討する必要がある．

　また，ここでは快適性を取り上げたが，空間の評価には必ず

しも快適性のみが指標となるわけではない．例えば，街の公園

ではくつろげる癒しを，テーマパークでは興奮・高揚・ダイナ

ミック感を，美術館では静寂感も考察する対象となる．

4.むすび

　本報告では，地下空間の断面形状とカラーバランスに変化を

与え，それらを対象にアンケートを行った．地下空間において

も色は形状に優先される傾向が見られ，利用の目的にあった色

の採用を検討することが課題である．
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図5．色別の斜め形状の傾きと快適性の関係
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図4．傾きと色を変化させた斜め形状空間
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